
番号 項目 質問事項 回答

1
実施要領
5.審査方法等
(1)第１次審査

参加表明書の提出者が3名を超えた場合、第１次審査を行い
第２次審査への参加数の調整を行うとあるが、3名に調整す
るということか。

お見込みのとおりです。

2

実施要領
5.審査方法等
(3)審査項目及
び配点等

提案価格の評価ついて、事業期間中固定の賃借料と、将来
の経済情勢により変動の賃借料（増減ともにありうる）と
についてどのように比較するのか。

事業期間中固定の賃借料を提案してください。

3

仕様書
2.目的

自己託送方式やPPA方式、その他の方式により、とあるが
その他の方式とはどのようなことを想定しているか？ま
た、PPA方式の場合、買主の責めに帰す事由により契約が
解除となった場合、一定の治癒期間の設定は可能か。

その他の方式には（広義の意味では自己託送となる）リー
ス方式や組合型自己託送方式などを想定しております。
原則として、買主の責めによるPPA契約解除の場合でも、
事業期間に変更は認められませんが、市との協議は可能と
します。

4
仕様書
3.事業期間

事業期間について、法令、制度変更により事業撤退せざる
を得ない場合、ペナルティは想定されるか。

原則として、法令、制度変更による場合でも、事業期間に
変更は認められませんが、市との協議は可能とします。

5

仕様書
4.事業内容
(1)事業者の負
担で修復等

調整池の機能に影響を及ぼした場合は事業者の負担で修復
等とあるが、市への賃借料提案のため、提案書提出前に所
管部署と協議は可能か。

本プロポーザルにおいて契約候補者として選定された者
と、企画提案書等の詳細について協議又は調整のうえ、企
画提案等の内容を一部変更して契約する場合があるため、
提案書提出前の所管部署、施設管理者との協議はできませ
ん。一般的に想定される修繕費を考慮したうえで賃貸料を
提案してください。ただし、協議又は調整後に提案された
賃貸料が大幅な変更となる場合、契約の交渉が不可能と判
断し、次点の者を契約候補者とする場合があります。

質問に対する回答書
件名：調整池を活用した再生可能エネルギー導入事業公募型プロポーザル



番号 項目 質問事項 回答

質問に対する回答書
件名：調整池を活用した再生可能エネルギー導入事業公募型プロポーザル

6

仕様書
4.事業内容
(3)供給実績の
報告

発電した電力の供給実績の市への報告はどれくらいの頻度
を想定すればよいか

年に１回の報告をお願いします。

7

仕様書
4.事業内容
(4)修復等の対
応

機能のすみやかな回復とあるが、保守点検を担う企業は万
が一トラブルや故障が発生した際に迅速に対応できる計画
地から近隣企業が望ましいか。

緊急時の対応は太陽光発電設備からの距離だけではなく、
対応能力も求められるため、必ずしも近隣企業が望ましい
とは考えておりません。

8

仕様書
4.事業内容
(7)(8)維持管理

事業者にて使用許可範囲等における雨水調整池の維持管理
を実施とあるが、市への賃借料提案のため、提案書提出前
に所管部署、施設管理者との協議は可能か。

本プロポーザルにおいて契約候補者として選定された者
と、企画提案書等の詳細について協議又は調整のうえ、企
画提案等の内容を一部変更して契約する場合があるため、
提案書提出前の所管部署、施設管理者との協議はできませ
ん。一般的に想定される維持管理費を考慮したうえで賃貸
料を提案してください。ただし、協議又は調整後に提案さ
れた賃貸料が大幅な変更となる場合、契約の交渉が不可能
と判断し、次点の者を契約候補者とする場合があります。

9
仕様書
別紙3
賃貸料

賃借料は期間中固定でよいか。 お見込みのとおりです。


